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気候変動
人口動態の変化
社会的格差の拡大

社会課題

顧客ニーズの多様化
デジタル革新

新型コロナウイルスとの共存

外部環境

地政学リスクの顕在化と
国際秩序への影響

エネルギー、原材料価格の高騰

直近の新たな課題

グループの総合力や強みを活か
し、多様化するお客様のニーズ
に最適なソリューションを提供
することで、経営ビジョンである
「社会課題の解決を通じた持続
的成長の実現」を達成していき
ます。
リスクマネーの循環を後押しす
ることで、資本市場が拡大し、ま
た利益の再投資を行うことで、さ
らなるビジネスの拡大・社会全
体の発展につながる、という循
環が生まれます。

グローバル競争力 P10

サステナビリティ関連におけるプレゼンス P10

パブリック市場からプライベート市場まで、 
多様な商品・サービスの提供体制 P25-30

深い分析力と先見性を強みとしたリサーチ力
CIOモデルを通じた資産運用アドバイザリー機能の強化 P26

優秀で多様性豊かな人材 P9-10

お客様からの信頼 ～強固な顧客基盤 P9-10

事業パートナーとのシナジー
地域金融機関やLINE株式会社、ウルフ・リサーチ社など 
国内外における戦略的提携

強固な財務基盤
連結普通株式等Tier1比率17.2%※／流動性ポートフォリオ7.1兆円※
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欧州 アジア日本 米州

社会課題の解決を通じた持
続
的
成
長
の
実
現

金融・経済教育（目標受講者数）
2026年3月までに累計

100万人以上※4

サステナブル・
ファイナンス目標額

1,250億ドル※3

気候変動への取り組み
温室効果ガス排出量ネットゼロへ※1、2

2050年までに
ネットゼロ（Scope 3）を達成

2025年3月期目標

ROE 8～10%

お客様

株主・
投資家

社会・環境

従業員

事業
パートナー
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お客様の豊かな未来や 
イノベーションの創出に寄与

企業価値の向上と適切な 
還元を通じたリターンの最大化

従業員のキャリア形成と 
豊かな未来の実現に貢献

金融サービスにおける 
新領域の開拓

双方の強みを掛け合わせることで 
迅速なビジネスの拡大を実現

本業を通じて資本市場の拡大や 
経済の発展、持続可能な社会の実現に貢献

「低インフレ」「低金利」「グローバル化」が大きく転換する可能性

※1  野村ホールディングスとして、Net-Zero Banking Alliance（ネット・ゼロ・バンキング・アライアンス、NZBA）に加盟
※2  野村アセットマネジメントとして、Net Zero Asset Managers initiative（ネット・ゼロ・アセット・マネージャーズ・イニシアティブ、NZAM）に加盟
※3  2022年3月期～2026年3月期の5年間累計
※4  大学の寄附講座や小・中高生向け金融・経済教育の出張授業累計受講者数（1990～2026年3月期 実施累計）

グローバル
資本市場

投資家
（リスクマネーの供給）

企業・政府機関
（資金需要）

グローバルな
リスクマネー循環を後押し

P31-32

P25-30

P
3

3-3
4

リスク管理の高度化 P35-38 　経営ビジョン達成のための基盤 P49-82

生活水準の向上 キャピタルゲイン
配当・利息 資金調達 投　資

利　益還　元将来の備え 投資（再投資）

財務資本

社会・関係資本人的資本

価値創造を支える基盤

※2022年3月末現在

イントロダクション 経営ビジョン達成に向けた戦略 経営ビジョン達成のための基盤 財務・非財務データ

価値創造のプロセス
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